

















































































































































































































































とありいつくしむこと。 「而」は王先謙が「古然、而同字。惠而好我、犹言惠然好我、與終風、惠然肯來句例同」と言う如く、形容詞を作る助字の「然 と同字で、 「惠而」は「惠然」の意である。王引之も終風篇の「惠然肯來」を「惠而肯來」であると言う（ 『經傳釋詞』 ） 。 「而」字は訓讀で 讀まずに 「惠而」は「惠として」と訓ずる。いつくしむ樣を形容する語○「攜手同行」 「攜手同歸」 「攜手同車」は、聞一多が指摘する如く結婚を暗示する句であ
り（八）
、 『詩經』の「行」字の用例に







其邪」については馬瑞辰が「虛者、舒之同音假借、邪者、徐之同音假借。野有死麕傳 舒、徐也 虛、徐二字疊韻。淮南子原噵訓注云、原泉始出虛徐、流不止、以漸盈滿。正以虛徐爲徐、虛徐卽舒徐也」と言う如く、 「虛 舒の假借字、 邪」は徐の假借字で、いずれもゆっくりする樣 遲い樣を形容する語。屈萬里が 其虛其邪 犹言慢了吧 慢了吧。欲速之辭也」と言う如く、早くせよと急かす意を表 句。但し、屈萬里は の詩を 此蓋詩人傷國政不綱、而偕其友好避亂之作」 、酷い政治の行われている國から迯げようと る内容に解しているが首肯し難く 結婚を象徵する句を謠い込んだ歌垣の詩であると考える。結婚を象徵する句 は、各章三 四句目の「惠而好我、攜手同行 「惠而好我、攜手同歸 「 攜手同
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興詞とは直接の關係はないが、第三章首二句に見える「狐」 「烏」について少しく說明を附け加えておく。 「狐」は、 『詩
經』中では「狐裘」の語で使用される例が最も多く、それ以外の用例は、本篇以外に衞風・有狐篇の「有狐綏綏」と、齊風・南山篇の「雄 綏綏」があ 。このうち有狐篇を見てみ と、そ 第一章二句目には「在彼淇梁」とあり、 「梁」は女性器の隠喩であ
る（一三）
。そこに狐がいると謠われていることと、また各章四句目の「子之無裳」 「子之無帶」 「子之無服」が服を









業當何所歸。郭鄭同時、郭之解詩與箋意合」と 『漢書』郭太傳中の該句の解釋部分を引き、鄭箋の解釋はこれと同じであると指摘しており これも國 が衰えて受命の吉祥たる烏が降りる所を知らぬ意と解釋するものであ 。受命の象徵 される烏とは、卽ち天帝の使者であり、これは鳥が種類を問わず神聖視されて たこと 名殘りであると考えられ
る（一五）
。一方、第




記されている。旣に述べた如く 「狐」は不埒な男子の比喩で、當然神聖性は認められない。ならば、これ 併記されている「烏」もまた神聖性はないもの 考えるべきであろ
う（一七）
。 「莫赤匪狐、莫黑匪烏（赤として狐に匪ざる莫く、黑として烏に




















































〔日本語譯〕第一章 　　風は激しく吹き荒び、 （新婦を乘せた）車は速く驅け拔ける。 （故國を隔てる境界の）衜の隈を遙かに眺めては、
（乙女は別れた家族を想い）心傷める。
第二章 　　風は激しく吹き荒び、 （新婦を乘せた）車は速く驅け拔ける。 （故國を隔てる境界の）衜の隈を遙かに眺めては、
（乙女は別れた家族を想い）心傷める。


























やかな懷妊と多產を祈願する爲 謠い込まれた興詞であると考えられる。魚の興詞が新婦となる女性 懷妊・多產を祈る爲のものであるならば、先 「周衜」を「顧瞻」しつつ胸を痛めるのは、嫁いで行く女性ということになり、 「顧瞻周衜、中心怛兮」 「顧瞻周衜、中心弔兮」とは 他國へ嫁ぐ女性が來た衜を遠く振り返りつつ、別れたばかりの家族を思い、胸を傷めるを謠う句と解せられよう。
かく考えると、前二章に謠われる「匪風發兮」 「匪風飄兮」は、風の「穀物の生育を促し豐饒をもたらす」呪力が類感呪














































（押韻 　第一章 　○＝侵部韻、◎＝宵部韻。 　第二章 　●＝眞部韻。 　第三章 　△＝魚部韻。 　第四章 　○＝侵部韻）














〔日本語譯〕第一章 　　大きな風は南からやってきて、 小さなナツメの木に吹きつける。小さなナツメの木が若々しく茂ると（子は育ち） 、
母は苦勞のしどおしだ。










































































































































く生きる意。林義光等 指摘する如く 「彌性（生） 」は金文にも見える語である。またこの語を含む第二章から第四章の句の構成を見 と、通常、 『詩經』の詩句が四字句で構成されることが多いのに對して、四字句と五字句が混在している。更に押韻法も亂れていることなどから、この詩の第二章から第四章は構成的 は金文に比較的近いようである。○「似先公酋矣」の「似」は魯詩は「嗣」に作る。毛傳に「似、嗣也」とあり、また陳奐が「似讀與嗣同」と言う如く、
嗣つ
ぐ意。 「酋」

































大の意。 『說文』糸部に「純、同醇、厚也」とある如く、 「純」には厚の意があり、ここから大の意が生じた者と考えられる。「嘏」は馬瑞辰が「因祭祀受福曰嘏、而大義担專屬於福。以漢人爾雅注例之、當曰、嘏、福之大也、傳但曰大、而福義自見。……又賈子禮篇曰、祜、大福也。嘏與祜音竝同、嘏亦爲大福」と言う如く祜で、大福の意。 「常」は陳奐が「常犹長也」と言う如く長で、 「ながークス（なごーフス） 」と讀む。○「有馮有翼」は林義光が「馮翼、戴震云、馮、滿也。廣雅、馮、滿也。謂忠誠滿於内。翼、盛也。廣雅、翼翼、盛也。謂威儀盛於外」と言う如く、 「馮」は滿で、滿ちる樣、 「翼」は盛で さかんな樣を形容する語 有」は形容詞や副詞を作る助
字（三〇）
。該句は威儀の立派なことを表す。○「孝」は『尙書』太甲中「奉



























































第六章 　　顒顒たり卬卬たり、珪の如く璋の如く、令聞あり令望あり。豈弟の君子は、四方の鋼。〔日本語譯〕第一章 　　南には曲がりくねった山の隈、そこから吹く飄風。樂しめる祖靈 、 （巫はあなたの御靈を追って）神游びし、
（あなたの御靈を招かんと）歌をうたう。だからどうか我等に良き言葉を與え給え。
第二章 　　（祖先の御靈よ）巡り巡って游行し、 （我がも に）安んじ居 給え。樂しめる祖靈よ、 （祭主たる族長に祖靈が
次の嘏辭を下され祝福された） 「おまえはおまえの壽命を永遠にし、 祖先の祭祀を繼續して絕やしてはならぬ」と。
第三章 　　おまえ（＝祭主たる族長 の治める邦家（ 威儀が）明らか ならんことを、また大いに豐かならんことを（祈
る） 。樂しめる祖靈よ、 （祭主たる族長に祖靈が次の嘏辭を下され祝福された） 「おまえはおまえの壽命を永遠にし、百神の祭主として（神々をよく）祀れ」と。
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この詩は第二・三・四章 四、 五句目に「俾爾彌爾性、似先公酋矣」 「俾爾彌爾性、百神爾主矣」 「俾爾彌爾性、純嘏爾常
















用されている詩の一部は、 閒接的ではあるが穀物の豐饒を祈願する目的で謠われたものであることが理解されたと思う。 「閒接的に」と言うのは、 「類感呪術的に」と換言してもよい。その代表的なものは『詩經』 詩に於いては歌垣詩である。早春の季節 、男女が掛け合いでうたを謠い、誘引し合い、戲れ合う眞の目 は、配偶者を求める爲ではなかった。子を多くもうけ、 「多產→豐饒」という類感呪術的な發想によって、穀物の稔りを助け 爲であった。風は人閒 「多產→豐饒」授ける呪力をもつもの して、歌垣詩の中に興詞として謠い込まれた である。
婚姻の祝頌詩や祖靈祭祀詩に風の興詞が使用される場合の祈願の目的は、歌垣詩の場合とはむしろ逆であった。風の豐饒
をもたらす呪力が更に「豐饒→多產 女性に懷妊や多產を、延いては宗廟祭祀を中心とする祭祀集團に繁榮をもたらす と 婚姻の祝頌詩や祖靈祭祀詩の中に興詞として謠い込まれた である。
農耕民族はかつて農作物の稔りを確實なものにする爲の技術と呪術を持っていた。やがて技術が高度に發逹すると、それ
に附隨して行われていた 術的な行爲は、その存在意義が稀薄となり、輕視され、多くは忘れ去られてし っ 。
醫療技術が發逹すると、これと同じことが起きる。醫術もまた、 とが渾然一體となっ いた時代があった。そ





點に於いて、旣に形骸化し いたのであろう。殊に『詩經』が儒者の經典とされ、新たな解釋を附與されてから以降は、風が詩の中に謠われる意味につい 、疑問の目が向けられることは殆どなかったはずである。故に風の興詞が歌垣詩の中に謠われ、婚姻の祝頌詩や祖靈祭祀詩の中で謠われた眞の理由は、殆ど傳えられること なかったのである。註　（一） 『二松學舍大學論集』第五八號（二〇一五年三月）所收。　（二） 「瞽」は韋昭注に「樂太師、知風聲者也」とある。盲人の樂官のことである。　（三） 「 『詩經』 「寧風」詩考」一二七頁。　（四） 『中國古代の植物學の硏究』 （角川書店 　一九七七 ）一七五頁　（五） 『資源植物事典・增補改訂版』 （北隆館 　昭和二四年）七二六頁。　（六）目加田誠は 男が歌で女を誘うと、女が歌でそれに答えて、そこで戀が成り立つ。今も中國邊地に殘る風習だそうである。誘う水あらば、いなんとぞ思
う、たわむれの歌」 （ 『詩經譯注』 （目加田誠著作集第二卷、龍溪書舍 　昭和五八年）一八六頁） 、境武男は「伯（太郎さん）よ、叔（三郎さん）よ、と呼びかける相手は、士人に對してよせる慕情の表現である。……ただ民歌は、そのような個人的抒情ではない」 （ 『詩經全釋』 （汲古書院 　一九八四年 二二九頁） 、赤塚忠は「あけすけな挑み歌」 （ 『詩經硏究』 （赤塚忠著作集第五卷、硏文社 六一 〇頁） 、白川靜は「女の誘引の歌。風に吹かれて散る葉は、誘うものあらばの比喩。叔でも伯でも い。誘うものには靡こうという調子の歌」 （ 『詩經國風』 （平凡社・東洋文庫 　一九九〇年）二七二頁）と、皆
蘀
兮篇を
歌垣詩と解している。こ に對し、高田眞治は「この詩を、誘う水あらばなびかんとする女心を咏ずるものとするのは、現代人の感覺に會いそう 思わるが、再考するに首肯しがたいものを覺える」 （ 『詩經』上（漢詩選、集英社 　一九九六年）三三二頁）と、歌垣詩と解釋することを否定している。
　（七）唐風・椒聊篇の詳しい解釋とサンショウの多實性については拙著『 『詩經』興詞硏究』 （硏文出版 　二〇一二年）三七八～三八二頁を參照。　（八）聞一多は「谷風篇一章曰『攜手同行』 、二章曰『攜手同歸 、三章曰 攜手同車』 、歸卽『之子與歸』之歸、此新婦贈壻之辭也。古詩十九首之十六曰『良人惟
古歡、枉駕惠前綏、願得常巧笑、攜手同車歸』 、說親迎事而語襲此詩 是其明證。詩又曰『同行』者、犹同歸也。女子謂嫁一曰适 行亦犹适矣。有女同車篇一章曰『有女同車』 傳曰『親迎同車也』 、而二章曰『有女同行』 、丰篇爲親迎而女不至之詩 而三章『駕予與行』與四章『駕予與歸』竝擧、是二詩之行亦竝謂嫁。以此推之、本篇及
蝃蝀
載馳竹竿諸篇之『有行』 、皆謂适人耳」 （ 「詩經通義（甲） 」 ）と述べる。
　（九）境武男は「人目をしのんで迯げだす男女。北風雪花の中を 手を えて』という女子のことばが前二章の『北風篇』であり、それが民謠化されて、さら
に『赤いは狐、黑いは烏』の末章が付加せられたも のよう あ 。後の衞風有女同車篇では 警戒すべき男としての狐が歌われている」 （註 六）前揭書一三七頁）と解する。目加田誠は「 『序』に、衞の君臣が暴虐 、百姓は相攜えて國を迯れたことという。朱熹もまた國家の危亂まさに迫ろうとするとき、仲の良い人と共に去ってこれを避けようとするが そ 禍がすでに近づいていて、一刻も犹豫できぬこ をいうとする。但し『北 『雨雪』は冬の情景であり、狐や烏もその閒に、餌をねらって人里近く寄ってくるのでそれ 冬の農閑期に女 もとに いよる男にたとえ、これに たち 戲れる意味の歌と見
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ることもできよう」 （註（六）前揭書一一〇頁）と、傳統的解釋を擧げつつも、この詩が歌垣詩である可能性をも示唆している。赤塚忠は「誘いに乘る歌」 、また「 『北風』は、もと祭祀の對象であったが、ここではその時期を表し、かつ風が雲雨を招くように、男が女に誘いかける寓意を基調にしている。男が誘いかけ なら、寒い冬のこ なので、うそでも好意を示すかぎり、氣取ってはいられぬ、いっしょになろうと諧謔味たっぷりに唱っている。祭祀の北風が、人を相手にする諧謔の導きになったのである」 （註（六）前揭書九二～九三頁）と解し、白川靜も「すきもの同志 さそいあう誘引の歌。北風・雨雪はただならぬ狀態で、おだやかな愛情では い、危險な關係を暗示する。狐と烏はいずれも曲者。曲者同志の戲れを歌 」 （註（六）前揭書一六二頁）と、いずれもこの詩 歌垣詩と解して る。
（一〇）註（七）前揭拙著三八八～三九三頁。（一一）註（七）前揭拙著三九一～三九二頁。（一二）註（七）前揭拙著三九二頁。（一三）註（一 前揭拙稿一四四～一四五頁。（一四） 「狐」は聞一多が「狐喩男」 （ 「風詩類鈔」 ）とし、また境武男は「狐と烏は邪淫の男女を暗示する。雪花の霏々たる季節、それは狐や烏のしのび來るときで























（一七） 「烏」は聞一多が「烏喩女」 「風詩類鈔」 ）と、女子を喩えたものと言う。（一八）檜風・匪風篇の詳しい解釋については 五 九 六〇 を參照。（一九）
邶
風・凱風篇の詳しい解釋については註（七）前揭拙著二〇三～二〇六頁を參照。
（二〇）高田眞治は 西周の盛時を懷うて、陳國の平安になることを希望する意味が見られる。今や陳國は、危亡に瀕しているので、古 懷うて今を傷む である」
（註（六）前揭書五一二頁）と、舊說を踏襲し、目加田誠も「思うにこれは、東に寓する者が、西の故鄕の周を戀う歌であろう」 （註（六）前揭書二八六頁）と解する。これに對し、白川靜は「東方に戍役などのために赴い いる男が 故鄕の女を戀うる歌。周噵は周都から東方の魯に通ずる東西の大幹線衜路その衜を、君子たちは車で疾風のように往來する。しかし役務に從う若者たちは、徒らにその衜を顧みて その衜 果てにある家族や女 こと 思うだけである。……要するに故鄕に殘している、なじみの女を思い出しているのであ それに便りをしたやという である」 （註（六）前揭書四二八頁）と 征夫が故鄕を懷かしむ詩と解している。その他、境武男は「聞一多いう『婦人が其の夫の來歸をのぞむ あろうか』と。す と、風の音や車の音にも、その出征のときのことがおもいだされ 末章 囃歌とし 卽興的に付加せられたも ある」 （註（六）前揭書三四六～三四七頁）と、征夫の歸還を待つ婦人の詩と解している。



























（二七） 「有卷者阿」の詳しい語釋については註（一）前揭拙稿「 『詩經』 「寧風」詩考」一三二頁を參照。（二八） 「君子」が祖靈であることについては註（二二）家井眞前揭書第三章第一節「 『君子』に就いて」に詳しい。（二九）小雅・鴻鴈之什・斯干篇の「似續妣祖」の詳しい解釋については註（七）前揭拙著五二頁。（三〇） 「有」が形容詞や副詞を作 助字であることにつ ては註（七）前揭拙著三五頁。（三一）境武男は根據を明示していないが、 「四方爲則は四方之則である」 （ 六 書六七五 ）と指摘している（三二）例えば、境武男は はるかな山野に出游しての王者の神事。そして、多くの貴顯 參集し、盛大な歌舞が催され、新作の獻詩も發表せられる」 （註（六）前
揭書六七六頁）とし、目加田誠は「王の出游に際して歌われためでたい頌德の歌であろう」 （註（六）前揭書六九頁） 、白川靜は「宗敎性のゆたかな出游」を謠う詩として、 「當時、このような仙游の際 歌う定められた歌があったのであろう」 （註（六）前揭書一〇七～一一〇頁）とする。
（三三） 「有卷者阿、飄風自南」 、毛傳に「興也」とある如く興詞である。（三四）註（六）赤塚忠前揭書八二頁。※その他、語釋等に使用した工具書については註（七）前揭拙著の「引用參考文獻」を參照。
